
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

と
あ
り
o

さ
れ
ば
鹿
安
元
年
迄
、
法
締
寺
町
の
町
付
組
地
越
に
寺
あ

り
し
を
、
此
の
年
泉
寺
町
へ
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
也
。

。

改

作

町

町
附
組
地
古
固
に
、
組
地
の
外
東
南
の
地
た
る
一
町
を
ぽ
改
作
町
と

唱
へ
申
す
ー
と
あ
り
て
、
共
の
町
之
左
右
は
御
徒
並
拝
領
地
と
あ
り
。

又
延
貨
の
金
津
国
は
、
下
に
載
せ
た
る
が
如
く
.
と
れ
に
て
見
れ

ば
、
そ
の
か
み
改
作
掛
り
の
足
越
中
の
組
地
怠
り
し
故
、
改
作
町
と

呼
び
た
る
も
の
也
。
但
し
後
に
歩
士
に
立
身
せ
し
ゅ
ゑ
に
や
‘
右
組

地
跡
の
一
町
を
ぽ
御
歩
町
と
呼
ぺ

p
。
然
る
を
明
治
四
年
四
月
戸
籍

編
成
の
時
、
御
歩
町
の
名
穏
を
慶
し
、
茶
木
町
に
合
併
せ
り
。

。
改
作
法
来
歴

拾
築
名
言
記
に
云
ふ
。
利
常
卿
常
々
御
意
被
v
成
、
家
醸
侍
共
何
れ
も

。
す
り
切
る
事
、
北
国
米
安
き
上
に
、
百
姓
共
年
賀
不
納
仕
故
、
勝
手

不
如
意
に
成
る
事
不
便
悲
り
。
内
々
思
召
事
あ
り
。
百
姓
共
の
手
前

T

笠
人
宛
建
昌
吟
味
プ
押
領
者
は
夫
々
一
迫
出
し
‘
手
前
不
足
の
者
に
は
年

三
拝
借
物
用
拾
被
v
成
、
共
上
に
作
食
米
被
v
下
問
、
米
殺
出
来
の
上
は

村
々
一
免
の
高
下
吟
味
被
』
成
、
末
代
迄
給
人
と
百
姓
と
出
入
も
た
く
、

朱
遜
も
無
v
之
様
に
可
v
被
v
成
と
て
、
先
づ
試
み
に
白
山
麓
山
の
内
三

十
一
・
ゲ
村
か
じ
げ
百
姓
共
被
v
命
御
覧
可
v
被
v
成
と
て
、
尾
添
・
中
宮
よ

り
中
，
峠
と
-X
ふ
所
迄
を
被
=
仰
付
一
松
崎
三
郎
左
衛
門
・
園
田
左
七
・

岡
本
小
左
衛
門
三
人
民
興
力
雨
入
・
足
趨
=
一
十
人
被
a
仰
付
で
是
御
手

初
也
。
先
づ
年
々
一
御
扱
の
敷
借
付
、
並
年
々
御
牧
納
未
進
、
叉
給
人

へ
の
未
治
不
v
残
被
v
拾
、
共
上
に
借
銀
・
質
物
等
穿
盤
被
v
成
、
共
貸
主

御
披
へ
被
=
召
寄
一
奉
行
前
に
て
設
文
震
a
御
一
済
-
被
v

下
也
。
扱
人
馬
喰

物
・
似
合
の
夏
各
着
物
迄
、
奉
行
人
取
積
り
相
渡
し
、
外
費
用
少
し
も

仕
閑
敷
皆
詮
文
震
=
仕
置
-
也
。
若
し
共
内
積
り
に
不
v
成
押
領
者
を
ぽ
、

迫
出
百
姓
と
て
手
と
身
と
許
陀
て
這
出
し
、
御
牧
納
無
v
滞
仕
る
と
諦

合
申
百
姓
と
御
入
替
被
v
成
。
十
月
に
は
来
春
作
食
、
村
々
作
食
磁
相

立
、
作
食
憲
行
と
申
者
被
-
-
附
置
一
来
春
取
出
し
渡
v
之
。
若
し
遼
背
仕

者
は
則
迫
出
し
被
b

成
、
又
入
替
る
。
此
遁
陀
一
被
い
命
二
一
一
十
一
ナ
村
入

用
銀
九
拾
貫
目
飴
御
磁
よ
り
出
る
。
是
に
て
山
内
成
就
す
る
を
御
開

歩
成
、
右
三
人
之
上
に
、
前
回
七
郎
兵
衛
を
上
奉
行
に
被
昌
仰
付
一
惣

τ改
作
之
儀
相
談
仕
可
v
得
a
御
意
-
之
由
被
=
仰
付
-
て
、
叉
御
城
下
近
郷

右
作
法
に
被
日
仰
付
一
無
v
滞
相
済
む
に
依
り
て
、
攻
第
々
々
に
布
之
格

に
被
昌
仰
付
一
加
質
問
郡
相
消
後
、
越
中
へ
山
本
清
三
郎
に
奥
カ
・
算
用

者
・
足
韓
数
多
附
被
v
遣
、
残
ら
宇
相
演
み
、
能
州
へ
は
雨
入
之
郡
奉

金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

占ハ占ハ

行
に
右
之
品
々
被
a
仰
付
二
央
力
・
算
用
者
・
足
題
等
、
右
之
格
存
知
た

る
者
指
添
被
'
諸
相
積
一
翼
々
。
這
出
し
宵
姓
の
吟
味
人
山
崎
牛
左
衛

門
・
前
回
八
左
衛
門
・
松
崎
三
郎
左
衛
門
・
詮
平
之
丞
・
和
田
八
右
衛

門
、
御
横
自
に
は
宇
野
五
左
衛
門
・
久
津
見
普
右
衛
門
・
鹿
川
盟
右
衛

門
右
八
人
三
ク
闘
を
廻
り
、
押
領
者
又
は
手
前
借
銀
分
も
た
く
し
て

多
き
者
、
皆
這
出
し
て
岡
地
取
上
げ
、
作
人
入
替
る
也
。
一
-
一
ヶ
固
に

不
v
成
百
姓
手
前
、
敷
借
付
と
て
御
披
米
七
高
石
飴
拾
る
。
叉
三
ヶ
園

百
姓
中
作
食
米
に
、
御
裁
よ
り
出
る
米
高
二
十
寓
石
許
也
。
米
・
銀
惣

て
改
作
方
入
用
積
り
立
て
見
れ
ば
、
盛
高
貫
目
少
し
不
足
仕
る
か
と

事
行
共
い
へ
り
。
此
改
作
法
隣
国
に
浦
山
敷
被
昌
存
知
一
算
用
場
よ
り

扶
持
被
v
放
人
と
聞
及
び
、
有
瀦
忠
右
衛
門
と
去
ふ
者
越
後
へ
抱
え
ら

れ
.
須
崎
三
郎
右
衛
門
と
い
ふ
者
越
前
へ
召
抱
え
ら
れ
‘
改
作
の
法

を
被
v
出
と
い
へ
ど
も
、
不
回
忌
H

寄
-
法
一
つ
も
不
v
立
、
改
作
法
徒
ら
事

と
成
り
た
り
。
=
一
・
四
年
之
内
に
四
国
・
九
州
ま
で
此
の
法
を
串
ぶ
と

い
へ
ど
も
.
費
用
を
い
と
う
に
依
り
て
、
其
法
立
た
ム
ア
。
古
来
の
奮

記
に
も
い
ま
だ
見
賞
ら
宇
。
古
今
未
曾
有
の
法
を
被
v
篤
v
立
、
賭
士
の

収
納
方
安
穏
成
事
不
v
可
昌
勝
計
-
健
一
也
と
‘
他
国
他
領
に
も
申
し
た
ら

し
け
り
。
と
あ
り
。
按
・
守
る
に
、
右
扶
持
被
=
召
放
-
た
る
有
瀧
忠
右
衛

七




